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～災害対策の実態と廃棄物対策に伴う啓発・支援～
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 南海トラフ巨大地震が発生により被災した、
しっかり者の子供・定吉とその家族。定吉が、
防災教室で学んださまざまな知識を活かし、母
親に伝え、家族を助ける。

 家具固定、災害用伝言ダイヤル「171」の活用
やボランティアの視点から見た片付けごみの排
出支援を、住⺠側の心に寄り添った⽴場からの

経験談を盛り込み、登場人物の面白おかしいや
りとりで、命を守る防災の備えや共助の大切さ
を紹介した。

会場は、セミナーにありがちな張り詰めた雰囲気
から一転し、笑いに包まれ、参加者は住民目線の大
切さを実感した。

●演目概要



●落語の紙上ドキュメント

以下は、落語の中のセリフの一節、紙上では伝わ
り難いのですがご覧あれ…。

�「では、この分別しておいてある被災財を、一次仮置き
場に運ぶぞ。軽トラックもってきてくれ。」

♡「へっ、わかりました。でもね、さっきから思うてまし
たんやけど、燃やしたら一緒でんがな、早よ早よ、何でも
一切合切、ほりこみましょ。」

�「あのな、それでは、一次仮置き場で分別しなならんや
ないか？ここは、ええか、わしの言う段取りで運んでく
れ。」

♡「へっ、そういうことか、わかりました。」 □「すんまへん、これ、家庭ごみなんですけ
ど、ゴミやさけ、一緒に持っていって。」

�「ご主人様、これは、ゴミやおまへん。被
災財っていう財産なんです。家庭ごみは申し
訳ありませんが、地域のいつもの場所に、い
つもの曜日に、いつもの時間にだして頂けま
せんでしょうか？」

□「それは、そうでんな、わしは、あかんっ
て言うたんですわ。それを、うちのカカが」

■「何をいうてんの、お父ちゃんがええええ
ええって、言うたんやろ。お父ちゃんが」

□「お母ちゃん、ごめん。」

防災落語『それ、ゴミやおまへんで、被災財でっせ』

�「先ずは、ガラス陶器・金属
類やそれから燃やすもの、それ
から、家電4品目に大型物を積
んで最後は畳を積んでんか。」

♡「何で、この順番なん」

�「濡れてる畳を一番先に卸す、
つまり仮置き場の一番手前に置
くんや」

♡「なるほど、こう分別するん
か。」


